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　2006年3月18日、JR東日本の新
宿駅に入ってきた見慣れない車両に、
ホームにいた乗客の視線がくぎ付け
になった。東武鉄道の特急スペーシ
アだ。この日、新宿駅と東武日光駅・
鬼怒川温泉駅を結ぶ直通列車が運転
を開始。当日は各地で記念行事が催
され、JR新宿駅と鬼怒川温泉駅で
は出発式が、東武日光駅では到着式
が盛大に執り行われた。この乗り入
れは、東武鉄道の日光線とJR東北
本線（宇都宮線）の乗換駅である栗橋
駅構内に、両線を接続する線路を新
設して実現したものだ。
　かつて都心と日光を結ぶルートを
めぐっては、東武鉄道と旧国鉄がラ
イバル関係にあり、旅客の誘致を競
っていた。そんな両社が手を結んで
直通列車を走らせたことは、大きな
驚きをもって迎えられた。
　乗り入れに使用されたのは、東武
鉄道が100系「スペーシア」、JRが上
野～東北方面を運転していた特急列

ロープウェイ、路線バスによって奥日
光までの送客を担った。それに対抗し
て旧国鉄も、上野、東京などの都内タ
ーミナル駅から直通列車を走らせた。
　だが、そんなライバル物語も、
1960年代に始まるモータリゼーショ
ンの進展によって過去のものとなっ
た。観光客は、徐々にマイカーへと
移行した。現在、日光市を訪れる観
光客は、マイカーが8割、公共交通
機関が2割といわれる。平成に入る
と観光の多様化や景気の低迷もあっ
て、日光を訪れる観光客は年々減少
していった。

車を改造した車両。列車愛称は、東
武が「スペーシア日光」「スペーシア
きぬがわ」、JRが「日光」「きぬがわ」
を名乗った。

　東武鉄道と旧国鉄のライバル関係
は、東武鉄道が日光へ乗り入れた
1929年に遡る。旧国鉄の日光線は
1890年に開通していたが、東武鉄道
の日光線は伊勢崎線の杉戸（現・東武
動物公園）駅から分岐する形で、一気
に全区間を複線化・電化して開通。
都内からの所要時間で優位に立った。
　日光は日光東照宮や中禅寺湖など
の観光名所があり、リゾート地として
発展しつつあった。東武鉄道は、観
光地として盛り上げていくために、日
光線開通当初から特急列車の運行を
行い、東武日光駅から先はグループ
会社の日光軌道線、ケーブルカー、

他社との直通運転を通じて
日光・鬼怒川、会津の観光需要を喚起
東武鉄道は観光輸送においても、他社線との乗り入れにより鉄道ネットワークを拡充してきた。
2006年に始まったJR新宿～東武日光・鬼怒川温泉間の相互直通運転は、
関東の鉄道史において画期的なものだった。その前年には、東武鉄道、野岩鉄道、会津鉄道、
JR東日本の4社を走破する「AIZUマウントエクスプレス」が運転を開始。
会津へのシームレスな観光輸送を実現した。ここでは、他社線との乗り入れによる
観光ネットワークの拡充について、その歴史と経緯をひもとく。

観光地日光を巡る集客競争

JR東日本の「きぬがわ」と東武鉄道の「リバティ会津」

2006年3月18日にJR新宿駅で行われた特急列車直通運転開始 新宿駅
出発式の様子。福田栃木県知事、大塚JR東日本社長、池田副社長らによ
るテープカット

JR新宿駅長により出発指示合図が出され、特急スペーシアが発車する様子

東武日光駅で行われた到着式であいさつする
根津社長
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停車中のAIZUマウントエクスプレスと特急スペーシア
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東武鉄道・野岩鉄道・会津鉄道の路線図

光を盛り上げた。繁忙期には、横浜
や八王子方面からの臨時列車も設定
され、幅広く日光への集客に貢献し
ている。何よりも、スペーシアが山
手線と並走する姿は、東武鉄道にと
ってこの上なく大きな宣伝効果をも
たらしている。

　JR新宿～東武日光・鬼怒川温泉
間の相互直通運転が始まる1年前の
2005年3月1日、東武鉄道の鬼怒川
温泉駅を起点とし、野

や が ん

岩鉄道※1、会
津鉄道※2を経由してJR東日本の会
津若松駅まで、4社を走破する「AIZU
マウントエクスプレス」の運転が開
始された。特別料金は不要で、所要
時間は約2時間。繁忙期の土・日曜、

　1999年、大きな転機が訪れた。「日
光の社寺」の世界文化遺産登録である。
一大観光地として再び脚光を浴びる
ようになった日光に観光客が戻る。海
外からも注目されるようになった。こ
の好機を逃さず、日光の観光を盛り
立てて旅客獲得を図ろうと、東武鉄
道とJR東日本が手を取り合った。
　JRには新幹線という武器がある
ものの、日光へ行くには宇都宮駅で
の乗り換えが必要で利便性に欠ける。
一方、浅草駅を起点にする東武鉄道
にとって、山手線への乗り入れは悲
願だった。そんな両社の思惑が一致
して、相互直通運転が実現した。新
宿駅、池袋駅から東武日光駅まで直
通で約2時間。首都圏西部や南西部

からのアクセスが飛躍的に向上した。
　両社の相互直通運転は、JR東日
本 大塚陸毅社長と東武鉄道 根津嘉
澄社長が出席した2004年10月4日
の共同記者会見で発表された。そも
そも東武とJRが日光をめぐって手を
組むなどという話は、誰もが想像す
らしていなかった。発表まで社内の
関係者には箝

かん

口
こう

令が敷かれたという。
　直通運転開始後、両社とも様々な
催しやキャンペーンを打って日光観

祝日には、会津若松駅からJR磐越
西線の喜多方駅まで延長運転されて
いる。
　会津鉄道の会津田島駅より北は非
電化のため、AIZUマウントエクス
プレスは全線、会津鉄道が所有する
ディーゼルカーによる運行である。
　野岩鉄道や会津鉄道の関係者にと
っては、少しでも東武線内の長い区
間に乗り入れたかったが、東武鉄道
には給油設備がなく、乗務員のディ
ーゼルカー用運転免許取得といった
課題もあり、乗り入れは鬼怒川温泉
駅までとした。鬼怒川温泉駅で浅草
駅発の特急スペーシアと接続するよ
うにダイヤを組み、利便性を確保した。
　翌年には、前述のJR新宿～東武
日光・鬼怒川温泉間の相互直通運転
を開始し、首都圏と日光・鬼怒川、
会津を結ぶ観光ネットワークが拡充。
さらに2012年にはAIZUマウント
エクスプレスが東武日光駅までの乗
り入れを果たした。その後2017年
に東武鉄道の特急「リバティ」が就役
し、会津田島駅まで乗り入れたこと
もあり、現在AIZUマウントエクス
プレスは鬼怒川温泉駅までの運行と
なっている。野岩鉄道、会津鉄道沿
線には美しい渓谷美や街道沿いの集
落が点在し、四季折々の風景を楽し
める。直通運転を通じて観光資源に
恵まれた会津地方が、都心から身近
な存在となった。

　かつて東武鉄道と旧国鉄では、少
しでも早く日光に到達しようとスピ
ード競争を繰り広げていた。時代は

変わり、早く目的地に着くことだけ
が価値ではなくなっている。野岩鉄
道・会津鉄道ルートのように、のん
びり途中下車をしながら巡る旅も見
直されている。
　これからは列車に乗ることそのも
のや、道中を楽しむ旅の形が求めら
れている。日本の原風景に魅せられ
た海外からの観光客も増えている。
そうした時代の変化に応えつつ、
AIZUマウントエクスプレスは会津
西街道沿いを快走する。

会津を身近に

列車に乗ることを楽しむ時代へ

※1 野岩鉄道
東武鉄道鬼怒川線の終点新藤原駅から会津
高原尾瀬口駅までの30.7kmの路線を持つ
第三セクター方式の鉄道。

※2 会津鉄道
会津高原尾瀬口駅から西若松駅まで57.4km

を走る第三セクター方式の鉄道。

2004年10月４日に大塚JR東日本社長と会見
する根津社長

東京からのアクセスが向上 25
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